
　彦愛犬地域の基幹相談支援セ

ンターは、地域の相談支援の拠

点として平成26年４月に１市

４町（彦根市・愛荘町・豊郷

町・甲良町・多賀町）の委託を

受け始まりました。

　基幹相談支援センターの業務

として、総合的な相談（身体障

害・知的障害・精神障害）への

対応や、相談支援事業所の連携

会議や相談支援専門員（計画相

談を担う相談員）の人材育成、

また、昨今全国的な課題となっ

ている「高齢障害者」につい

て、スムーズな介護保険制度へ

の移行を目的とした、介護保険

ケアマネジャーとの合同研修の

開催など、湖東地域の相談支援

体制の強化の取り組みを行って

います。

　湖東地域の障害福祉事業所を

中心に構成する、「湖東地域障

害者自立支援協議会」の事務局

運営の委託も併せて受けてお

り、市町に対して地域の課題

（行動障害、重症心身障害、同

行援護など）に関する要望書の

提出や、障害者差別解消法の理

解を深めるためのワークショッ

プを開催するなど、湖東地域の

障害福祉に関する課題に対し

て、地域の関係機関のみなさま

にご協力いただきながら取り組

んでいます。今後は、特に障害

福祉事業所で大きな課題となっ

ている人材（障害福祉の担い

手）確保・定着に関する協議も

進めていく予定です。
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　今年の夏も、行動援護サービ

スを利用している児童の利用者

さんの声がにぎやかに聞かれま

した。

　居宅介護部門では、児童の利

用者さんの受け入れが増えてい

ます。放課後や週末の休みに

サービスを利用し、館内で一緒

に勉強したり、外出の練習をし

たりしています。

　現在19歳の安居さんは４歳か

らステップあップ21のサービス

を利用しています。最初はプー

ルの付き添いが利用の要望でし

た。それから職員といろんな関

わりや遊びをしながら本人と家

族、他事業所と一緒に現在まで

歩んできました。

　安居さんのお母さんに、利用

が始まったころの思いや、今後

本人にどのようになって欲しい

か、ステップあップ21に何を求

めているかを聞きました。お母

さんは下記のように答えてくれ

ました。

　「利用を始めたころは集団で

の過ごしがしんどくなってきた

こともあったし、他の兄弟との

時間も持ちたかった。また、本

人の関わりを広げたいという気

持ちもありました。年齢を重ね

るごとに、ステップあップ21の

職員さんみんなが付き添ってく

れて、一緒に成長できて良かっ

たと思っています。ステップ

あップ21にはいろんな年齢の利

用者さんがいるので、成長する

度にいろんな気づきを職員さん

が教えてくれました。

居宅介護部門より
～一緒に歩む～

生活介護部門より
～少人数でゆっくり外出～

デイサービスより       
       

調理活動の様子。

手順書を見ながら職員と一緒に

料理をします。

　本人には、いつかは家を出て

楽しく生活をして欲しい。その

時々で乗り越えないといけない

壁はあるだろうけれど、ステッ

プあップ21の職員さんと一つ一

つ一緒にクリアしていって欲し

いなと思います。」とお話しし

てくれました。

　年齢相応の楽しい活動をして

欲しいという思いから、安居さ

んは調理活動にチャレンジした

り、お給料で外食や買い物に出

かけたりしています。

　成長と共に、趣味や好み、困

りごとは変化していきます。ど

んな時も、本人や家族と一緒に

喜びや困りごとを話し合いなが

ら、今後も一緒に成長し歩んで

いきます。ステップあップ21が

利用者さんや家族を勇気づけら

れる存在でありたいと思ってい

ます。

     　　　　　　　（記：尾田）

　生活介護には、月に１回外出

の日があります。食事やカラオ

ケ、いちご狩り、紅葉狩りなど

季節を感じられる所に集団で出

掛けています。

　今年の６月から、利用者さん

により一層楽しんでいただける

ように、新しい取り組みをはじ

めました。

　利用者さんを４～５名のグ

ループに分けて少人数でピエリ

守山に出掛けました。

　いつもの大きな集団の時は、

食事や買い物をするのも全員が

一緒に行っていたので、時間が

決められていました。ですが、

４、５人ほどの少人数だと、一

人一人が見たいお店をじっくり

と見ることができました。

　昼食はフードコートで食べま

した。お店やメニューをその時

の気分で一人ずつが見て選び、

注文、支払いもできました。こ

の外出では、自身で選択、決定

する経験を沢山積んでもらえる

ように工夫しています。

　利用者さんは、「欲しい物が

買えてよかった。」「いつもの

外出より、ゆっくり見て回れ

た！」と感想を言っていまし

た。

　　　　　　　　（記：加藤）



　ステップあップ21では去年か

ら、日曜日のサロンを開催して

います。なぜ始めたのかという

と、平日は、生活介護や仕事に

行っていて、中々サロンに参加

できない方がおられ、その方に

も楽しんでもらえる企画はない

かな？と考えた時に、休みの多

い日曜日に開所する事を決めま

した。

　開所してみると、とても多く

の利用者さんが集まり、とても

にぎやかな雰囲気のサロンにな

りました。サロンの内容は、外

出、ＢＢＱ、流しそうめん、新

年会など２ヵ月に１回のペース

で行っています。１番人気はＢ

ＢＱで「ＢＢＱはいつするん

や？」「早くＢＢＱしたい。」

という声がとても多いです。

　今年のサロンのＢＢＱは10月

28日（日）に行う予定をしてい

ます。興味のある方はお気軽に

連絡下さい。

　　   　　　　　　（記：後藤）

　生活介護部門では、様々な活

動をしていますが、その中の一

つに陶芸活動があります。

　陶芸活動は、講師の先生をお

招きし、毎月２回活動をしてい

ます。利用者さんは、それぞれ

が自由に粘土等の創作を楽しん

でいます。

　その活動以外でも、「陶芸っ

て 何 ？ 」 「 ど う や っ て や る

の？」といった利用者さんも陶

芸活動に参加できるようにと、

７月より陶芸活動の回数を増や

しています。

　日中活動の中で、ペーパー

ウェイトや鉛筆立て、園芸活動

で使う植木鉢、販売用のお皿、

箸置きといった簡単な物を仕事

地域生活支援センターⅠ型より
日曜日のサロンについて

８月12日（日）には、流しそう

めんを行いました。

や余暇の一つとして利用者さん

と作っています。

　作った作品は、センター内で

使用したり、販売用としたりし

ています。

　自分たちで作った物を楽しん

で使ってもらえるように作って

います。　　　　  （記：志連）

　　　　　　　      

　生活介護では今年の春からセ

ンター内にある家庭菜園で、野

菜を育てています。

　利用者さんと一緒に育てる野

菜の種類を話し合い、今年は

ジャガイモ、トマト、ピーマン

を植える事にしました。

　家庭菜園の土づくりでは甲良

養護学校の先生にアドバイスを

いただきながら、職員と利用者

さんがクワやスコップを使い、

一緒に土づくりからしました。

普段とは違った活動で、利用者

さんも職員もへとへとになりま

したが、利用者さんが生き生き

と作業に取り組まれる姿を見る

ことができました。

　苗を植えてからは、毎日利用

者さんが水やりを欠かさずにし

てくれました。

　８月上旬にはジャガイモが収

穫できました。トマトは夏の間

中、ぴかぴかとおいしそうな

真っ赤な実がなっています。

　収穫した野菜は調理教室のサ

ラダに添えたり、おやつの時間

にみんなでトマトを食べたりし

ました。みなさん「おいしい」

と言いながら口いっぱいにほお

ばっていました

　次は、冬に何の野菜を植える

かを、利用者さんと相談しなが

ら考えていきます。

　　　　　　　　（記：薩摩）
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　他にも、カフェに出かけた

り、お菓子を作ったり、といろ

いろな活動をしています。

　興味のある方はぜひ一度ご連

絡ください。

　　　　　　　　（記：田口）

　８月７日（火）の午後、給食

委員の企画として、スイカ割り

のイベントを開催しました。

　当日は、生活介護、サロンの

利用者さん合わせて18名が参加

されました。

　食堂にスイカをたくさん用意

し、割る順番を決めました。目

隠しをした人は、みんなから

『右、左、前』等と声をかけて

もらって、勢いよく棒を振り下

ろしてスイカを割っていまし

た。スイカが割れると、「割れ

たー！」「すごい！」と盛り上

がっていました。

　女性サロンは、毎月第一金曜

日の午後から女性のみで行って

いるサロンです。

　四季折々、季節に合った活動

を行っています。

　６月１日（金）の活動では、

講師をお招きし、ハーバリウム

に挑戦しました。ハーバリウム

とは、プリザーブドフラワーや

ドライフラワーを専用のオイル

に浸すことにより、みずみずし

い状態で手入れなく、長く花を

楽しむことのできるインテリア

雑貨です。同じ材料を使ってい

ても、みんな配置の仕方が違っ

ていました。「個性が出るね

～」と感想がありました。

　また、７月６日（金）の活動

では、ジェルキャンドルを作り

ました。百円ショップに売って

いる材料で作りました。「これ

も綺麗やな～！」「私のはこん

なんやわ。」と完成したものを

みんなで見せ合いました。
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編 集 後 記

　今年の夏は本当に暑い夏で

した。特に７月の暑さは、災

害レベルの猛暑だったとのこ

とで、テレビ等でもしきりに

熱中症予防の注意喚起がされ

ていましたね。

　さて、10月に入り、暑さも

やわらいで秋を感じるように

なってきました。秋といえば

「食欲の秋」、「スポーツの

秋」、「読書の秋」、「芸術

の秋」など、色々な秋の過ご

し方がありますね。

　私は、できれば日頃の運動

不足を解消したいと思ってい

るのですが、みなさんはどの

ような秋を過ごされる予定で

しょうか。         （記：宮川）

給食委員会の季節のイベント
～スイカ割りをしました!!～
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　甘くて大きなスイカを前に、

早く食べたい！という気持ちを

抑えきれない様子で、「早く食

べたいな」という声がたくさん

聞かれました。

　スイカ割りの後は冷えたスイ

カをみんなで食べました。その

まま食べた人や塩をかけて食べ

た人等、いろんな工夫をして楽

しんでいました。

　スイカ割りについてのアン

ケートでは、「また来年もやり

たい！」や、「おいしかった」

という意見がありました。

　　　　　　　　（記：金子）


